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ルテチウム-177(177Lu)は治療と診断を融合させた医療(Theranostics)実現の可能性を持つ医療用核種で
ある。しかしながらその生成手法は未だ確立されておらず、生成断面積データによる生成核反応決定は急

務である。今回、自然存在比イッテルビウム(natYb)へのアルファ粒子入射に着目をし、177Luの生成断面積
測定実験を行った。 
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1. 緒言 

近年、治療 (Therapy)と診断 (Diagnosis)を融合させた Theranosticsを実現するため、核医学ではより
有用な医療用放射性核種 (RI)の探索が進められている。177Lu (T1/2 = 6.6日)は、崩壊時に治療に有用なベ
ータ線を放出すると同時に画像診断に有用なガンマ線を放出するため、Theranostics を実現する RI の一
つとして注目されている[1]。しかしながら 177Lu の生成手法は未だ確立されておらず、信頼性の高い生成
断面積データを取得することは重要である。そこで我々は数ある生成手法のうち、natYbへのアルファ粒子
入射実験を行った。この実験は、先行研究[2]が 1件のみ存在するが、励起関数のピーク領域のデータが存
在しない。したがって、追実験によるデータの検証を行うと共にピーク領域までのデータ獲得を目指した。 
 

2. 実 験

本実験では、理化学研究所 AVFサイクロトロンを用いて 50MeVに加速したアルファ粒子を標的に照射
した。積層箔標的には、natYb (厚さ: 25 µm )と natTi (厚さ: 5 µm )を用いた。照射後、Ge検出器を用いたガ
ンマ線スペクトロメトリーによって生成核種の反応断面積を測定した。177Luの同定には、崩壊時のガンマ
線 (208.37 keV (10.36%) )を用いた。 
 

3. 結果・考察 

先行研究[2]及び TENDL-2015と比較した実験結果を

図 1 に示す。今回の結果は、両者と異なる結果となっ

た。励起関数はエネルギーとともに増大し、ピーク位

置の決定にはより高いエネルギーの実験が必要である。 
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図 1 実験結果と先行研究[2]及び TENDL-2015 

との比較 
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